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）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（の
　　めていきます。をしていにするため、をあげてみについて、りけたにのなるののあるしていますが、）が、、、、、、、（については、
1． はじめに（）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
めています。らせるまちづくりをやかにしてがし、すべてのとすることを・に36では、
めてきました。にのきやすいけるなど、をくをののあるするとともに、みをりのなするなど、をでのし、を３に１４として、のするとともに、をのすることに・の、・のじたにびのし、」をに「８５９づき、に」という。）、「」（するにののでは、「の
しました。」をに「8２えのもと、があるとのんでいくりにし、にかつみをりすることができるようにおいてえていくためには、をきやすいがのあるるとともにをののについてでき、にをにやのがのあるけ、されたことをがに、６
そのするものです。を2からの47うとともに、しをのまえ、をのへののあるしているげられたことや、がるにびから46、めていくこととしました。このにみをりけたにするとともに、たにをののけ、を」のめた「のには、５、
んでいきます。りけてづくりにきやすいがするとともに、すべてのをにむけたなるののあるづいて、にも、
2． づけ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
このしてとりまとめたものです。にのするにのにおけるののあるづき、にのの３７は、
（1） となるの
このとします。するがは、となるの
（2） の
とします。をまでの511（2029）から７（2025）
なお、います。しをじてに
（3） ・
します。にするなどによりにするとともに、してにしてすべてのをについては、
また、していきます。し、ににおいてもったをしていきます。さらに、じてにりながらきをののあるするとともに、・、について、みのりやのげるに
3． これまでのみについて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
（１））　・み（りするに
①
　　本しています。をる」にする「ににをから６まえ、をのでは、
②）・（
　　しています。してし、とから29」を、につなげる「チャレンジへのまえをやたでみとして、りのへののあるでは、
③
　　れています。けでとしてのなどを、のある及び、するをし、とでは、しています。このをとして、えていくことををめるようなをしたき、としてのももないのあるめるとともに、をするにのやから18では、
（２）の
　　　　　　しました。をに・・し、してにし、」をするにののとするをにおけるうため「をの、のや、いのりなへののあるでは、され、」がするにののとするを、「２６６２５
　　　　　また、ってきました。をのし、をにするが５のあるでから、2に、いました。をのに１２を、に９い、されたことにがには
（３）の
　　　　　　っています。をのとなるううえでをげソフトやタッチパネルディスプレイなどみじて、にめています。また、ものスロープといったってきました。をののしたにのし、に29トイレをトイレ・していなかったにでは、これまで
（４）のするに
　　　　　っています。をのするにし、をやするにするとともに、をするテーマのににおいて、も、しています。また、をぶなどをやそのいすのにできるよう、サービスができ、よりよいにをじてにやのがのあるい、をなじたにめ、をとしいしてにでは、さまざまな
のためののするに
	
	

	
	

	するに
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	　※・
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	する


　　※　することとしています。が」としてする「では、し、なる）についてテーマはするテーマ（に
4． み　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りするにのにおけるののある
(1) での
えます。をうをにれるよう、をがとの・・げるとともに、にのし、をについてのしてにめていきます。また、づくりをしやすいうなど、けをにのあるするとともに、をするがが、し、をにするが５のあるでしました。また、としてをにあるのし、としてにおけるをにあるのにおいては、には、してきました。また、をのするなど、をのためのののあるや、し、をに５９では、
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(2) のうえ
います。を・なるわれるようぎがにでをにはるとともに、をとのとにおいては、されたがのあるたにでみます。りに・につながるようなのうえでうなど、づくりをまえたをのされるにより、とののにおいては、されるがされたでめていきます。チャレンジをするにひとりのび、をじたにれることで、けにをにおいてするとともに、してをのためにめられます。そのがのきやすいにとってくすべてのでわらず、にの
(3) の、の
みます。りにつながるようサービスのされることにより、が・しているがい、をびなマッチングの・のし、をアンケートや、に１まえ、もやののあるするやのあるするに
また、います。をじてにい、をなマッチングができているかののとのあるい、をにそのは
(4) しするを
じます。をなにし、をなえ、をからサポートできるうなど、をがとののあるえるとともに、をができるでじてさまざまなにのを行うじてにい、をのにについては、のあるしたにっていきます。また、をなものからり、をできながら、をののあるなどでについて、アンケートやのやのしたハードにの
なお、めていきます。をしやすいをがのあるわし、をでできないかがとなるではソフトしいがえばハード面のにおいても、しいがりのしていきます。なお、にでにならないなまえつつも、をからののあるたっては、じるにを
(5) 、
ります。をのい、をのへいません。いはりになるようなのとしたをけるなど、にできることをでにあたって、するとともに、ををしやすいがのあるります。また、をしやすいがのあるき、き、するをじてにでとしており、もパソコンによるは、）、にをA3（A4じて、にしのにあたっては、の
します。をとしたチャレンジを、き、きにつなげるため、へのかしてをし、そのをのあるするために、を・の
さらに、いません。いはりになるようなのとしたをいますが、れをのき、インターンシップきってもらうため、をとしてのかすとともに、をまちづくりにし、そのをしてのにの
(6) のきな
チャレンジいます。ききをできるじてにをやテレワークしているとしてのなから、るをやワーク・ライフ・バランスのできるしを、ラッシュのにおけるやできるにまえ、をのします。また、をきやすいにとってのあるするなど、をのにりながら、をとしているため、ににつなげることをへのまえ、をやたででのについては、
します。をのののあるやのな、
(7) ののの
をめざします。のとして2,000）には11（げ、をやられることなく、そのに、これまでのります。をのののじて、をへのづき、」にされた「に２５
　めていきます。ききをしてにのあるはうしをやさせるため、へりなを・のにし、をとののあるをめざします。なお、なＰＤＣＡサイクルの、うみをりしやし、をについてはにおけるみです。りな（１）～（７）は
5． 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　によるみり
（1） 
　　　めていきます。みをりして、１００％をするなど、をきやすいりながらをまえ、をのをもとにからのめるとともに、づくりをしやすいできるよう、きやすい」とが「のある
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	70.0％（R2）
64.5％（R3）
82.7％（R4）
72.9％（R5）
	100％
	

	（う。を・のし、をしてアンケートにのあるしているで４）


（2） 
　　　　とします。することをに3.4％をに向けて、のなるであることから、しているにおいても、すでに3.0％をあり）や、は2.8％のまでの３０６８げられたこと（が2.6％から3.0％にるにびから46めてきました。みをりなし、を３.0％とでの、１４として、のでは
また、げます。をの２におけると、チャレンジのにおけるとして、けたに
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（就職者/任期満了者）
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（就職者/任期満了者）
	


（3） 
めていきます。みをりけたにするにし、ともじてにとします。また、じさせないことををなとしたさをきのき、をないき、やむをを場きやすいげるとともに、１００％をの１ともに・についてされたで
の1
	　
	　
	　
	

	　※１
	１００％
※３
	１００％
	

	　※２
	５０％
 ()５
	１００％
	


※１　む。をしたに、
※２　とする。の31３とし、をしたに
※３　とする。をしたでまでに５から26
６．おわりに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
があります。するみをりづいたににするためには、にてしながら、にをじ、に・のがのある
んでいきます。りけてづくりにきやすいがをめざしつつ、すべてののし、をにむけたなるののあるしながら、まえをののあるにおいてもみについては、り・げるに
７．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜＞における１
　（１）】16　【の
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　　　　※１　とする。をしたでに10
　　　　※２　とする。をしたでからの6
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※とする。をしたに
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※うち１。のため、それぞれでのとは
（４） アンケートの
　　　　　　のとおりです。はアンケートのしてるするためにをののある
しています。ともに、
· 
　　　―― 
いますかだときやすいは１．あなたは、

[]　
　R05　：5.1％：22.0％　：44.1％　やや：28.8％　やや
R0４　：1.9％：15.4％　：51.9％　やや：30.8％　やや
R0３　：6.5％：29.0％　：41.9％　やや：22.6％　やや
R0１　（：5.0％：25.0％　：40.0％　やや：30.0％　やや）
いますかんでいるとがでのしてには、２．

[う45.8％う：20.3％　どちらかというとそう]　　R05　そう
どちらかというとそう：1.7％わない：8.5％　わない：23.7％　そう
R04　そうう：59.6％う：17.3％　どちらかというとそう
どちらかというとそう：0％わない：3.8％　わない：19.2％　そう
R03　そうう：41.9％う：12.9％　どちらかというとそう
どちらかというとそう：0％わない：6.5％　わない：38.7％　そう
R01（う：45.0％う：20.0％　どちらかというとそう）　そう
どちらかというとそう：0％わない：25.0％　わない：10.0％　そう
いますかについてどうでのにおける、ソフト３．

[]　
R05　：10.2％　無回答：1.7％：15.2％　：45.8％　やや：27.1％　やや
R0４　：9.6％：13.5％　：46.2％　やや：30.8％　やや
R0３　：6.5％：19.4％　：38.7％　やや：35.5％　やや
R0１（：15.0％：25.0％　：35.0％　やや：25.0％　やや）　
いますかについてどうでのにおける、ハード４．

[]
R05　：10.2％：30.5％　：35.6％　やや：23.7％　やや
R0４　：3.8％：38.5％　：30.8％　やや：26.9％　やや
R0３　：20.0％：33.3％　：26.7％　やや：20.0％　やや
R0１（：10.0％：35.0％　：45.0％　やや：10.0％　やや）　
った配慮について
にでのうをにおける５．
[]
R05　：11.9％　無回答：1.7％：22.0％　：35.6％　やや：28.8％　やや
R0４　：3.8％：19.2％　：40.4％　やや：36.5％　やや
R0３　：3.2％：41.9％　：25.8％　やや：29.0％　やや
R0１（：15.0％：20.0％　：45.0％　やや：20.0％　やや）　
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�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(はんだん),判断)��が�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(むずか),難)��しい�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ばあい),場合)��に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(と),取)��り�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(つ),次)��ぎ�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とう),等)��





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(あんけん),案件)��によって


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(てきぎ),適宜)���EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps10 \o\ad(\s\up 10(れんけい),連携)��





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょうがい),障害)��のある�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょくいん),職員)��





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぶ),部)���EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しょない),署内)��で�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かいけつ),解決)��しない�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ばあい),場合)��、


�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しょくぎょう),職業)���EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(せいかつ),生活)���EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぜんぱん),全般)��に�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かん),関)��する�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(そうだん),相談)��





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょうがいしゃ),障害者)���EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょくぎょう),職業)���EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せいかつ),生活)���EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そうだんいん),相談員)��





�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がいぶ),外部)��の�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きょうりょく),協力)���EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だんたい),団体)��
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